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スル今 世學 者 ノ認 識 ノー端 テ文献 ニ ヨリ集録 ス

ルニ停 ム、然 ルニParatyphus-B二 封 スル類似

菌 ノー般 ・・余 ノ先般(結 核14巻10號)本 誌上 二

記載 シ公表 シタル塵 一 シテ更 二新 ナル登 見等 ノ

見 ル 可 キ モ ノナ シ。歴史的 ニノ・Salmonet.

Smith雨 氏 ニ ヨ リ登 見 サ レタル 且ogcholera-

Bacillus(1885年)ガ 是等 ノ菌 ノ嚢見 ノ哨 矢 テナ

シ、其 ノ後3年 即1888年 ニノ・是等 ノSalmonella

ト人 類 トノ間 二契機 テ結 ブニ至 リタル肉中毒患

者 ヨリG5rtner氏 腸 炎菌 ノ登見 トノ・ナ レリ。

其 ノ後 多撒 ノ類似 菌 ノ登 見 トナ リ各是等 ノ菌株

二封 スル異型 等稔 ヘ ラル ・二至 リ分 類問題 ノ擁

頭 スルニ及 ビテハ近 日二至 ル迄盆 支複 雑 ナル論
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義 ガ繰返 サル ・二至 リタルナ リ。是 等 ノ類似菌

ノ攻究 二關 スル沿 革的記載 ノ・略 シ、近年 二至 リ

テ菌株 分類 上特 筆 サル可 キ登 見 ハ 先 ヅ第1-

(1)Weilu .Felixヨ リ 褒 見提 唱 セ ラ レ タ ル

Receptorenanalyseナ ル新 シキ方 面 ノ研 究 ニ シ

テ、 近代 二於 ケル免疫 血清學 的分類 ノ基礎 テ形

成 シタルモ ノナ リ。

次 ハ(2)Andrewes/Specifischeu.unspeci。

fischePhaseナ ル 新 見界 一 シテ此 レ又免疫 血清

學 的 二重 要 ナル近代 二於 ケル獲 見 ナ リ トス。

更 二掲逸 二於 テ創始 セラ レタル培養 上 ノ分類 テ

併 セ、即Serotypus及Kurturtypusト ノ組 合

セニ ヨ リー括 シタ分類 上 ノ登表 テナ シタルハ

(c・)F.Kaufmann.ノ 分 類法 ナル可 シ。

G5rtner氏 腸 炎菌 二關 シテハ(4》下條久馬一 博士

ノ日本傳染病學 會講演 ノ要 旨 トシテ 同誌 上11

巻10號 二其 ノ詳細 ナル記 載 テ見 ル腱 、此 ノ鮎 二

關 シテハ余 モ亦 前論文(結 核14巻10號)二 於 テ

述(ご タル腿 ナ リ.

Gdrtner氏 菌 ガ動物界 二廣 ク分布 サ レテ存 スル

モ ノナル事 モ周知 ノ如 クニ シテ種 々ナル動物 ヨ

リ検 索分1雛サ レ、其 ノ報 告枚墾 二逞 ナ シ。

Salmonella菌 囑 ハ 多少 二拘 ラズ動物 二封 シ病

原性 チ有 シ就 中病 原性 ノ張 キモ ノハG5rtner

氏 菌 、Hogcholera菌 及M5usetyphus菌 ナ リ

ト見倣 サル。 而 シテ殆 ンド総 テ ノ動物 二病原性

ヲ有 シ、其 ノ恢 復 セル場 合ハ屡 》k縛 的携菌動

物 トナル事 ガ報 セラル。

本 邦 二於 ケルG乞rtner氏 菌 ノ最初 ノ検 出者ノ・

(51昆野
、 最 ヒ、 山賀等 ニ シテ朝鮮壁犠 ノ敗 血症

ヨリ分離 セ リ。

其 ノ後 ノ・後述 スル所 ノ⑥島津氏 ノ海狸 ヨリ(大

正15年)、c7)柳 澤 氏 ノ海瞑及 野鼠 ヨリ(昭 和2

年)、(8)添 川 、大坪 等ノ・艶 死 セルRatte及Maus

ノ心 血 ヨ リ(昭 和11年)、G乞rtner氏 菌 テ検出

セ リ。'1〔り李野林氏 ノ・海瞑 ニ ヨル結核實験 中二多

撒 ノ感染 アル事 ラ報 ジ余 モ亦之 テ多数例 二認 メ

タ リ、19)韓氏 ハ死 菌免 疫 セルMausヨ リ検 出 セ

リ。人類 ノ食中毒例 二於 テG5rtner氏 菌 ヲ検

出 シタル例叉多 ク最近本邦 二於 テノ・、(11)高柳 義

一氏 ノ急性腸加答見患者糞便 ヨリ(大 正14年) 、

島津忠預、健兵 ノ糞便及 下痢、 腹痛 、黄疸 テ惹

起 セル兵士 ノ血液 中 ヨリ(大 正15年)、(12)櫻 井 氏

ノ・「チ フス」様 患者 ノ便尿、血液 中 ヨリ(昭 和2

年)、c13/fll坂長 一郎、大城 俊彦氏等 ハMalariai療

法 中 二獲病 セル磯 脊髄膜 炎患 者2名 ノSpinal。

flUssigkeitヨ リ(昭 和5年)、(1の 清 水萬之助氏 ハ

中毒患者 ノ便 ヨ リ(昭 和5年)、(151江 口氏 モ同檬

糞 便 ヨリ(昭 和7年)、 ⑯大城 俊彦、加藤 光徳等、

小學校 生徒 ノ多数 ノ食 中毒例 ヨ リ、c17)中村 、小

野、堀 氏等 モ食 中毒 ノ多数例 ヨリ等 々甚 グ多 シ、

脳小 島三郎氏 ハ所 謂小見疫 痢 ト構 セ ラル ・モ ノ

・中 二赤痢 菌性 ノモ ノハ別 トシSalmonella一

ヨル モ ノ・多数 二存 スルナ ラ ン トノ見解 ノ下二

208例 ノ小見腸 炎患者 ノ糞便 材料 テ検 シタル塵

實=8例 二於 テG乞rtner氏 菌 テ澄 明 シタ リ ト

ナス。其 ノ他家鼠 二就 テハt19)飯豊 、卒野、小島、

(20)八田等 ノ諸家 ノ・各 々別 一其 ノ膿 内二於 ケル

GErtner氏 澗 ノ存在 テ検索 シ極 ク少数例 二於 テ

之 テ認 メタ リ。

更 二本邦 二於 ケルG5rtner氏 菌 ノ研究 二關 シ

テバ2L井 手氏 ノ登 表 アリ。

要之、Paratyphus・B菌 及其 ノ類似菌 ノ・大腸菌

ノソ レ ノ如 ク各株個 々別 々 ノ菌株 ニノ・非 ズ、而

シテ叉Typhus菌 ノ如 ク軍一一特異 ノモ ノニモ非

ズ、 即是等 雨者 ノ中間 二位 ス可 キモ ノナ リ。

余 ハ蛙 二結核 實験 動物 トシテ海獲 テ使 用 スル揚

合 二屡 くG乞rtner氏 腸 炎菌 ノ自然 的感染 ヲ惹

起 シ、結核性攣化 トGsrtner氏 菌 ニ ヨル病攣

トノ鑑別困難 トナ リ、結核 實験 成績 二不測 ノ誤

謬 ラ招來 スルモ ノナル事 テ報告 セ リ.

然 ルニ是等 ノ自然 的感染 ヲ來 セルG5rtner氏

菌 株 二就 テ ノ詳 細 ナル記載 テ省 キ、統 計的 ノ結

果 テ誌 シタルニ過 ギザ リシ爲、更 二此 ノ機 會 二

於 テ余 ノ海狸 ヨリ取 出 シタル菌株 二就 キ更 二詳

細 ナル攻 究 ヲナ セ リ。

實験 室小動物間 ノ流行病 トシテ古 クヨリ知 ラル

ルモ ノ ・中 一テParatyphus-Bニ ヨ ル謁 歯類動
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物 ノ自然 的感染 ハ各國 二於 テ探 索研究 サ レ來 リ

シ問題 ニ シ テ、iii5冥 二於 ケルParatyphus

Gartner菌 二原因 スル 流行病 ハ大禮Pseudo-

tuberculoseノ 名 ノ下 ニー 般 二知 ラレ之 二關 ス

ル記載 モ亦甚 グ多 シ。邦國 二於 テ島津氏 ノ・大正

15年 陸軍軍馨學 校 一於 テ 海瞑間 二 流行 ヲ來 セ

ルGartner氏 菌 ニ ヨル流行病 テ記載 サ レ季節

二關係 ナ クSpoladischPandemisch二 來 リ、

海猿艶死 ノ原 因 テナス事 テ述 ブ。

G5rtner氏 腸 炎菌 ノ自然界 二於 ケル分布 二關 シ,

テノ・㈹飯豊氏 ノ研究 アリ。 昭和2年 柳 澤氏 ハ

海瞑、野鼠間 二 流 行 スル流行病 ノ原因 トシテ

M5use-typhus菌 テ分離 シ昭和3年 、12?華阜 煕

及費學 禮氏 モ同上 ノ多数 ト1種 ノ球 菌 テ分離 セ

リ。

ユ922年`?3,Howelu.Schultz,1927年c2iNelson

u.Smith,1930年25'Maternowska.等 モPara-

B類 似 菌 ニ ヨル海狽 間 ノ流行病 テ記 シ、我 が國

二於 テモ 當時26岩 下及安藤等、c27ji昆野 及今井 等

ハ同様 ノ海瞑 流行病 ヲ報 ズ。而 シテ昆野及今井

氏等ハRezeptoren-Analyseノ 立 場 ヨ リ精 細 ナ

ル試験 テ行 ヒ、分離 菌抹 ノPara-typhusBl鴻 、

M5usetyphus二 属 セ シム可 キモ ノナ リシ事 テ

報 ジタ リ、 然 ルニ コノ流行 ノ・特 二1931年 度 購

入 ノモ ノニ限 ラレタル流行 ナ リ シ事 テ報 ズ。

余 ハ昭和6年11月 ヨ リ昭和9年1月 迄、約1045

例 ノ外 見上全 ク健 康状態 ト思 ハル ・大 、中、小、

種 々ナル海狸 二於 テ、其 ノ流血中 ヨ リ血液 卒板

寒天培養 ニ ヨリ種 々ナル菌株 テ獲 得 セルモ ノナ

ル ガ、就 中最 モ大 多数 ラ占ムルー 定桿菌株 ハ殆

ン ド不可避 的二流血 中 二混 入 シ種 々 ノ實験 結果

二大障碍 テ及 ボス事 テ知 ル ニ至 リ、尚更 二該 菌

株 二初 メ琢桿菌 ナル名構 テ附 シ其 ノ由來 ノ探 求

テナセ リ。今 余 ノ弦 二記載 スル所ハ其 ノ自然的

嚢 見ノ端緒登端 ヨ リ更 二攻 究 ノ結果 ノ・途 二G5r-

tner氏 腸 炎菌 ニー致 ス可 キモ ノ ト断 定 スル ニ

至 リタル経緯 テ順 ヲ追 ヒテ逐次記載 セ ン トス。

海瞑流血中 ヨリ分離 シ得 タル各菌株 二就 キ夫 々

免疫血清學 的 ニ ソノ所屈 テ明 ニ シ、 自然的感染

混 入菌種 ノ比卒 テ検 シタルニG5rtner氏 菌 ノ

混染最 モ多 キ テ知 リ、次 ハ1種 ノ球菌 ナル事 テ

見、 ソノ他 ノ混染菌 株ノ・甚 ダ稀 ナル事 テ立謹 セ

リ。

次 二問題 トナル可 キノ・健康 動物 トシテ ノ外観 上

ノ判 定 ニ シテ、 余 ハ毎常、動物 ノ蓮動 活濃 ナル

ヤ否 ヤ、 腹部 ノ緊張 如何(良 好 ナル可 シ)テ 以 テ

圭 トシテ外観上 ノ健康 ノ目標 トセ リ。即蓮動活

濃 ニ シテ腹部 ノ緊張好 ク下痢 ナキモ ノテ毎常撲

定 シテ心臓穿刺 ニ ヨル探血 ラナ シ、卒板寒天培

養 トシテ菌混染 ノ有無 テ検索 セ リ。

海瞑 ヨリ ノ探 血ノ・心臓穿刺 ニ ヨル探血法 ガー般

二手技簡 軍ニ シテ適當量 ノ自由 テ得 ラ レ最 モ重

寳 ナル方法 ナル可 シ。其 ノ他 ノ方法 トシテ耳静

脈 ハ思 フニマカセズ、況 ンヤ頸邦 切開 ニヨル頸

動静脈 ヨリノ探 血及股動脈 ヨリノ探 血等 〉・其 ノ

技 術 ノ繁 ノ、到底 或 ル特殊 ノ目的 ノ爲 二成 サル ・

外ノ・一般 的 二磨 用セ ラレザル ノノ`法ナ リ ト云 フ可

シ。 然 ラバ此 ノ心臓穿 刺 ニ ヨル探 血 ハ線 テ ノ場

合 二於 テ、絶 量手的安全性 テ有 スルモ ノナル カ、

又不完全 ナルモ ノ トセバ如何 ナル機轄 二於 テ如

何 ナル不純物細菌 ノ混染 テ來 スモ ノナル カ、又

探 血 二際 シ心臓穿刺手 技 ニヨ リ混 入細 菌 ノ割合

ノ異 ルモ ノナル カ、等 々 ノ問題 二封 シ余 ノ本實

験 ハ有能 ナル指針 タル可 キテ信 ズ。

本試験 ハ余等 ノコ ・激年來從事 セル結核菌攣異

性 問題 二封 スル研究 二際 シ及補艦探取 海狽 ヨリ

登 見 セラ レタル謂 バ バ副 産物 ニ シテ、 海狽 流血

中 ヨ リ結核菌 ヨ リノ攣異 性菌 テ獲 ン トシテ試験

二供 ス可 ク、前 以 テ流血中菌 混入 ノ有 無 テ検 シ

タル際 二見出 サ レタルモ ノナ リ。始 メ余 ハ本菌

ノ流血中混染 テ來 ス原因 二封 シ、余 ノ探血手技

ノ巧 拙 ニヨル爲 ナ ラ 》トナ シ、二、三異 レル探血

方 法 テ考察 シタルモ菌 ノ混 入割合 二殆 ン ド憂 化

ナカ リ シ爲探 血手技 トシテノ心臓穿刺 ノ際 二心

血以外 ノ他 ノ部 位 ヨリ混 入 スルモ ノニ非 ザル カ

ノ疑念 テ解1宵 シ得 タリ。然 レドモ手技 中他 ノ部

ヨリ全然混 入 セザルモ ノナ リ トノ断定 テ下 ス可

キ確 定的 ノ根櫨 テ有 セ礼 叉之 テ全 ク否定 セ得
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ラ レザル月犬態 ニ アリ。

余 ハ本編 二於 テ心臓 穿刺 ノ際 二混 入 スル菌 二封

スル検索 ノ順序 トシテ最 モ 多数 二混入謹 明サル

ルー種 ノ桿菌 テ琢桿菌 ト命名 シ、 之 二就 テ ノ其

ノ由來及所属 ノ探求 ラナ セ リ。

第1章 實験動物海狸ヨリノ探血 卜細菌混染

實験動物 海狽 ノ成熟及幼若 ナルモ ノラ使用 シテ

或 ル種 ノ實験 中、外 見上全 ク健康駄態 ト認 メラ

ル ・動物 ノ流血中 二屡 ≧細菌 ノ混 入 テ惹起 シ居

ル事 テ認 メタ リ。 即海瞑 ヨリノ心臓穿 刺 ニ ヨル

探 血 二際 シ、 ソ ノ探 取 セル血液 ラZF板 寒天培養

トナ シテ種 々 ナル 細菌 ノ 混入 スル事 テ謹明 セ

リ 血液ZF板 寒 天上 二登 育 スル運コロニー」ノ数

ハ撒個 ノ場合 ア リ、激 百 テ算 スル事 アリ。

絡 撒1045例 ノ大 、小種 々 ノ海狸 二就 キ此 ノ混入

ノ原因及 混 入菌 ノ所属 ノ探求 テ施行 セ リ。 而 シ

テ或 ルー種 ノ桿 菌 ノ殆 ン ド不可抗力的 二 混 入

シ、該 菌 ガ混 入菌 ノ大部分 テ占 ムル事 テ知 ルヲ

得 タ リ。

全 ク健劇 犬態 ト認 メテ 初 同採 血 二 使 用 シタル

1045例 中 其 ノ探取血液 中、ZF板 寒天培養 トナ シ

テ 「コロニー一」テ登 生 シタル モ ノ85例 ノ多撒 二

昇 リ、其 ノ内72例 、約83%ノ 、細菌學及免疫學

的検査 ノ結果、全 ク同一種 ナル事 ヲ登 見 セ リ、

故 二便宜 上隊桿菌 ナル名稻…ラ付 シ更 二其 ノ所属

ラ攻求 シタルニGErtner氏 腸 炎菌 二属 セシム

可 キモ ノナル事 テ探 知 スル ヲ得 タリ.

凡 ソ動物實験 二小動 物家兎及海狸 ラ使 用 シ、其

ノ血液 ラ探取 セ ンニ最 モ簡軍 ニ シテ適當量探取

ノ自由 ラ有 シ、一般 的 ニ シテ重寳 ガ ラル ・探血

方法ノ・心臓穿刺 ニヨル方 法 ニ シテ、特 二海狼使

用 二臨 ミテハ耳静脈 思 フニマカセズ、頸部切開

ニ ヨル頸 動脈、頸 静脈或 ・・股動脈 ヨリ探 血 スル

モ其 ノ技術 ノ煩 ニシテ反 ツテ血液 ノ汚染 セラレ

易 キ事等 ノ不 都合 アリテ、到底或 ル特殊 ノ目的

ヅ 外 バー般 的 二用 ヒラ レザル方法 ト云 フ可 久

心臓 ヨ リノ穿 刺探 血 ノ・最 モ厘 胤行 ハル ・事周

知 ノ如 シ。

海 狽 ヨ リノ心臓穿刺 ニ ヨル探血 ノ、練達 ノ士 ト難

モ時 二甚 シク其 ノ心臓 ノ位置選定 ノ良否、動物

ノ髄 位 ノ歪、動物 固定 法 ノ如何 ニ ヨ リ失敗 二終

リ、或 ハ探血 中途 ニ シテ中断 サ レ穿刺 テ繰返 ス

如 キ場合 二遭遇 スルモ ノニ シテ、是素 ヨ リ術者

ノ不 注意 ニ ヨルナ ラ ンモ、 又穿刺 針 ノ鈍鋭海狽

各個禮 ニ ヨル血液凝固時 間 ノ遅速 ノ如 キ 日常殆

ン ド看過 サ レツ可 キ事柄 ニモ由ル事多 ク、而 シ

テ再 三繰返 サ レタル穿刺 二於 テノ・幾多不 純物 ノ

混 入 セ ン事 想像 二難 カ ラズ。叙 上 ノ観 黙 ヨリ余

ノ海摸 ヨ リノ探 血 二際 シ混入 スル細菌特 二其 ノ

大部分 テ占 ムル琢桿菌 ガ総 テ流血 中 二既在 ノモ

ノナル カ、或 ノ・手技 中混 入 シタル モ ノナル カー

關 シ圭 トシテ琢 桿菌 二就 テソノ由來 ノ攻究 テ企

テタル結果次 ノ如 ク其 ノ手技 中混入 シテ探 取血

液 中二入ル ト思 ハル ・モ ノノ・i妙ク、大 多撒 流血

中二既 二多 少 二拘 ラズ存 シタルモ ノナル事 テ推

知 スル テ得 タ リ。 由之 テ観 ルニ該琢桿菌 ハ海猿

二封 シ其 ノ早 期 ノ感染期 二於 テハ外観 上何等認

メ得 ラ レザル症 状 ノ潜伏期 アリテ、此 ノ際 コ ノ

事 二氣付 カズ使 用 スル場合甚 ダ多 キ テ知 ル。 此

ノ事 ノ・又海狸 間 二琢桿菌 ノ侵襲 ノ甚 シク多キ事

テ示 スモ ノ ト云 フ可 シ。

第2章 海狽心臓穿刺 ニヨル探血 二際 シリノ探取血液中 二

混入セル濠桿菌 ノ由來

琢桿菌 ノ山來 二關 シテノ・探血時既 二該動物流血

中子混入 シアリテ所謂菌血症 ヲ惹起 シ居タソシ

モ ノ ト見ル場 合 ト探 血手技 中 二外 部 ヨ リ或 ハ内

部 ノ他 ノ臓器 ラ誤 リテ損 傷 シタル場合 二混 入 ス
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ル所 ノ即手技 ノ拙 劣二因 スルモ ノニ非 ザルカ ノ

ニ ツノ揚合 テ想像 シ得 ルモ ノニ シテ、此 ノニ ツ

ノ場合 テ探索 スル事 ニ ヨ リ始 メテ該添桿菌 ノ由

來 ノ、探求 セラル ・モ ノナ リ.

外 見上全 ク健康状態 ト認 メラル ・海瞑 ヨ リノ心

臓穿刺 ニ ヨル探 血 二際 シ其 ノ當初 二於 テノ・探取

血液 中二混 入 スル菌 ラ絡 テ探血手技 ノ拙 ニヨル

爲 ト見倣 シタル爲 二探血 方法 テ種 々考案 シ次 ノ

三 ツノ方法 ヲ慮用 シテ比較 ナ シタ ラ ンーノ・混 入

菌 ノ手技 二依 リテ來 ルモ ノナ ラバ之 ニ ヨリテ混

入比傘 ノ差異 テ生 ジ、其 ノ結果 テ比較 スル時混

入菌 ノ外部 ヨリ來 ルモ ノナル カ或ノ・流血 中二既

存 ノモ ノナルカ ノ鑑別 二資 スル所 アル可 シト云

フ考 ノモ トニ以下 ノ如 キ三法 テ以 テ探血 ラ施行

セ リ。

第1節 探血方法手技 ニヨル添桿菌混入 ノ比較

動物 ノ・購 入直後 使用 ス、動 物 ノ選 定 ニノ・特 二注

意 シ、腹部 ノ緊張 良好、下痢 ナ ク蓮動 活濃 ナル

モ ノテ嚴選 シテ使 用 二供 ス。動物 ノ・先 ヅ前胸部

ノ毛 テ鋏 ニテ刈 リ、皮膚 テ損 傷セザル様 注意 シ

テ剃毛 ス。沃 度丁幾及酒精 ニテ局部 ラ完全 二清

・毒 ス。探 血用注射器 ノ浦毒ノ・一般浦 惹法 二從 ヒ、

探 血針ノ・尖瑞切 ロ ノ長 キニ失 ス可 カラズ、比較

的短 ク切 ラレタルモ ノテ選 ビ1/3針 及1/2針 テ圭

トシテ使用 ス。豚血液 ノ・凝 固性大ナ ル爲1/2針

ト難 モ屋 ≧針孔 ノ少 ニシテ多量 ノ探血 二不都合

テ感 ズル場合 ア リ。

第1法 垂 直法

最 モー般的 ナル方法 ニ シテ解剖學的 ノ心臓 ノ位

置 二重 キラ置 カズ。心尖搏動 ノ最 モ顯著 ナル部

位 テ鰯診 シ、此 ノ黙 二於 テ垂 直 二把持 セル注射

器 テ針尖 ヨ リ心持、正 中線 二向 ヒタル位 置 ニテ

心臓 テ穿 刺 ス。

第2法 正 中法

心尖搏動 ヨ リ約0.5cm-0.3cm上 方 ニ テ左側第

二肋 間或 ノ・第三肋間 ニ テ左側胸骨縁 ヨ リ0.3cm

マ デ ノ間 二於 テ針尖 ラ下方、腹部 二向 ケ約35度

ノ角 度 二持 シ心持 針尖 ラ胸骨 二向 ケテ刺 入 ス。

第3法 横 側法

心尖搏動 ヨリ左側約0.5cm-1.Ocmノ 側 胸部 ヨ

リ矢}伏面 二封 シテ約60度 位 ノ角 度 テ以 テ正 中

線 二向 ヒ穿 刺 スル方法。 即、1.鉛 直法、2.正

中法、3.横 側 法 ノ三方 法 ニ ヨリ如何 程度 ノ差

異 テ生 ズルモ ノナ リヤ、其 ノ難 易良否 ノ批判 ラ

モ兼 ネ、大 、中、小 各海猿 二就 テ琢桿菌 ノ混染 ノ

割合 列験 スル コ ト・セ リ.鉛 直法及正 中法 ハ凡

テー・一・一般的 二行 ノ・ル ・探 血方法 ニ シテ、弦 二第3

法 ナル横側法 ノ、前2者 ニヨル時、心臓 ノ後部 二

位 スル食道及氣管 マデ針尖 ノ及 ビ此 ノ部 二後 記

スル如 ク琢桿菌 ノ存在 多 キ事 テ知 リタル テ以 テ

之等 ノ部分 ノ損 傷 ニヨル菌 混染 ラ避 ケ ンガ爲 一

行 ヒタル方 法 ナ リ。

第2節 海狽 ヨリ心臓穿刺 ニヨノレ探取血液中 二混入スノレ細菌 ノ護明法

探血 ノ・各動物3.Oc.qヅ ツ トシ、3本 ノ豫メ溶 解

シ適温 二保 テル試験管 内寒天培地6.Oc.c.二 血液

1.Oc.αヅ ツ混加 シ、ZF板 血液 寒 天培 地 トシテ370C

「フ ランキ」内ニテ培養 シ3日 間観察 シ
、登生 シ

タル「コロニー」テ細菌學 的拉 二免疫 血清學 的 二

分離鑑別培養 シ其 ノ菌 ノ由來 ノ攻 究 ヲナ ㌔ 余

ノ場合混 入 ノ大部分 ヲナ ス泳 桿菌(Gdrtner氏

菌 ノニ就 テ主 トシテ攻究 セ リ。

第3節 各採血手技 ト細菌混染比較

外観上健康月犬態 ト認 メ ラル ・大、小海猿総数

1045例 ノ心臓穿刺 ニヨル探血 二於テ細菌混染

テ來 セルモ ノ86例 、其 ノ内細菌 及免疫學的試験

ノ結果 同一種 ト思惟 サル 可 キ ー種 ノ桿菌種72
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海瞑 ヨリノ探血法b所 謂琢桿菌(Gartner氏 菌)ノ 混染(表1)

豚 番 號

8-■ ■■■「■鴨 、7

豚 大 小 及 籔 探血手技
1探血 量 「コ ロ ニ

ー 藪 探血同数

ノ■■,・

琢 ノ轄節 探血日時
1

No.13 大 No.1ヨ リ

●

Ψ

162例 中

鯛

旨
No.162マ デ

垂直法 3α α 6 1 生 存
昭 和7年
25!IV

一

No.19 大 ,, 3α α 9
一

1 生 存 28/1V

No.28 大 ,, 3cα 多 数 1 数日後死 3011V

No.34 大 ,, 3cα 5 1 生 存 21V

No。60 大 ,, 3cc、 多 敷 1 2日 後死 121V

No.78 大 ,, 3αq 多 数 1 数日後死 18/V

No.95 ,, 3cα 8 1 探 死 231V

No.126

大一_一
大 ,, 3α α 多 藪 1 3日 後死 30/V

No.171 小 No.163ヨ リ

↓
52例 中4例

↑

No.214マ デ

,, 3α α 多 数 1 3日 後死 51VI

No.178 小 ,, 2α α 多 数 1 数日後死 71VI

No.206 小 ,, 3cq 4 1 生 存 14/VI

No.210 小 ,, 1cc、 多 敬 1 1日 後死 15!VI

Nα215 大 No.215ヨ リ

1

Ψ

173例 中

8廻

No.387マ デ

正中法 3cα 多 数 1 数日後死 2811V

No.232 大 ,, 3c.G 3 1 生 存 31V皿

No.255 大 ,, 3α α 5 1 生 存 25/V皿
一

No.264 大 ,, 3c.α 9 1 数日後死 5!IX

No.323 大 ,, 3c.q 多 数 1 探 死
一一

31X

No.329 大 ,, 3cα 1 1 数日後死 101X

No.357 大 ,, 3cα 8 1 探 死 211X

No.385 大 ,, 3cα 多 歎 1 2日 後死 6/XI
一

No.395 小 No.388ヨ リ

↓
63例 中

4例

↑

No.450マ デ

,,

一

3cα 多 数 1 探 死 151XI

No.400 小 ,, 3qα 無 数 1 探 死 201XI

Nα406 小 ,, 1cα 多 数(3同
共)

3 3日 後死 29/XI

No.441 小 ,, 3α α 多 数 2 1日 後死 191X∬

No.455 大 No.451ヨ リ

↓

61例 中3例

↑

No.511マ デ

乖直法 3c.α 9 3 5日 後死 28/X皿

No.478

一 『

大

一
,

フ,

一

3cα 多 数
2

(72時 後)
数日後死 昭812/1

No.499 大 ,, 3cα 多 数 1 倣 日後死 15/1

No.526 小 No.512ヨ リ

↓

74例 中

5例

↑

No.585マ デ

_,,

3cq 多 藪 1 倣 日後死 6/皿

No.527

一一

小 ,,

『　 一 一

3qα 多 数 1 数日後死 6/皿

No.538 小 ,, 2.5cα 多 数 1 探 死 9/H

No.550

一

小 ,,
一

3cα 多 数 1 生 存
一

17/皿

No.579

　一

小 ,, 3cα 多 数 1 3日 後死 31皿

No.603 大
No.586-619

34例 中1例
P, 5cα 多 数 1 3日 後死 5佃

No.626 小
■

No.620ヨ リ

1

ヴ

125例 中

9例

↑

lE中 法 3qq 4 1 探 死 25/皿

Nα631 小 ,, 3cα 多 数 1 探 死 28/皿

No.633 小 ,, 1qα 多 数 1 探 死 291皿

No.638 小 ,, 3α α

皿

多 数
2

(18時 後)
1日 後死 1/1V

No.651 小 ,, 3cα 多 数
3

(2,3時 後)
探 死 611V

Nα658 小 ,, 2.5α α

7

多 数
3

(30分及1時 後)
探 死 8!IV
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IN。7、3

No.

No.

一一
No.

No.

No.

No.

No.

No.

No.

No.

No.

No.

No.

No.
一 一

No.

No.

No.
一 一
No.

No.
一一
No.

No.

No.

No.

No.

No.

No.

No.

No.

No.
一一

No.

No.

No.
■■■■■■■■■臓鮎 亀■■■

28

.

41

.58

7
●

7
●

7
●

0
。
N

αN

αN

647αN

817αN

038αN

2480
。
N

278αN

3280
。
N

698αN

.8680
。
N

149αN

219αN

359αN

389αN

399αN

4090。
N

419αN

469αN

479αN

489αN

5190。
N

629αN

659αN

一66互αN

699αN

709

講
坐
M
M
979αN

3210αN

小

小

小

大

一大

一大

一大

一大

一大

}大

}大

　大

大

大

小
一小

小

小

小

小

小

小

小

小
、

、

、

、

、

「

、

、

、

、

4

4

4

4

4

一4

4

4

弓

正中法

「N
o.744マ デ},,

No.745ヨ リ

↓
187例 中

11例

↑

　

No.931マ デ

No.932ヨ リ

↓
114例 中

19例

↑

,,

一」t_一 一.

一L'

,,

99

"

一一

二

、

一
涯瑚髄横

3c.c,

,,

2ca

3ac.

㏄3

ムC3

ムC3

㏄

㏄
蕊

3

3

「3

3

3

3

4

4

塾

糠

㏄

㏄

㏄

㏄

㏄

6CIL

,,

8

[一5
「

「
多

1多

数多
0
σ

9
～

多

3

多
多

6

9

3

数多
…多

4cq

6qc

1・t)caL

3c.c.

10c.c.

7aa

3cc.

5c.α

多

多

1多
:5

敷

数

,,

翌

,,

No.1045マ デ

大=大 海狸250瓦 以 上

,,

,,

,,

,,

垂直法

4c墜

5c.c.

7c.q

3c.α

5cα

5cα

4aa

6qq
.」■一 『

小=小 海狸250瓦 以下

多

数多

数多

数多

多

数

鍛

逐

多
数

数

数

数

数

藪

多

多

多

多

多

多

2

(2時 後)

L_
2

(2時 後)

i「-

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1℃
一'"

1
-t-『

1
-

1

、1

茎

生__
1

1

1

1

1

1

1

1

[1

一
-

一1

一1

1_

探 死 24/IV

探 死 12811V… 一　」

探 死13/V
-一 一

2日i麦rケ ピ8/V

i

一 一一.

4日 後 死 12/V
一一『一 一 一

生 存 20/V
一 一一 一一　

生 存
　 --一

一 一一

24/V
-一 一一

2日 後 死 10/VI

生 存 15/VI

数 日後死 17!▽1
』 『 　一

生 存一 一
存

28/VI

生 15/V∬
___一 ト

蜘 後死125/V皿

生 引 20/1X
『 一

2日 後 死113/X∬
1

;二

}

数 日後死 14/Xπ
一 一

探血致死 14/X皿

探血致死 14/X皿

探血致死 14/X皿

探血致死 15/X∬

探血致死

探血致死

15/X皿

171X五

探血致死 17!X皿

数 日後死 241X皿

探血致死 27/X∬

探血致死 27/XH

探血致死 281xn

探血致死 28/X皿

数 日後死 昭91111

探蔽 死1・5/1
-　 　一`

探血致死 1611

探血致死
一

19/1

探血致死 2611一

探死=探 血致死 多数=10個 以上

例約83%テ 算 シ、他 ハ桿菌及球菌 ノ種 々ナル菌

種 ナル テ知 ル。此 ノ大多教 テ占 ムル桿菌 二琢桿

菌 ナル名構 テ 付 シ、更 一 ソノ庭厩 テ 求 メ シニ

G乞rtner氏 腸 炎菌 ニー致 シ特 二LondonKihl

軍 港 二於 テ人頽 二大流行 テ來 シタノし所 謂Kihl

第VI型 二合致 ヘル事 ノ・余 ノ先般本誌1結 核14

巻 第10號)一 テ登 表 セシ所 ナ リ。

混 入菌総数 ヨ リ観 ルニ泳 桿菌 ノ・86例 中72例 自P

先 記 ノ如 ク83.796二 相 當 シ、其 ノ他 ノ・14例 、

16.3%ナ リ。

其 ノ他 ノ16.3%ノ 中 ニハー種 ノ球菌梢 ≧多 ク

14例 申5例 約5.8%、 残 リ9例 ノ・球菌及桿菌 ノ

種 ナル菌 株 ニ シテ是等 ノ各々 テ琢桿菌 ノ混入割

合 二比較 スル時 ノ・、其 ノ割合論ズ ルニ足 ラザル

モ ノナ リ,故 二余 ハ絶封 多鍬 ラ占 ムル琢桿菌 テ

臼標 トシ常、i蔓菌 ノ混 入率 ラ以 テ手技 ノ適否 テ論
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ジ、深大、小 二依 ル統 計 ヲ求 メタ リ。

3種 探血法 ニヨル比較(表2)

鍛

探血法
総 数 琢桿菌混 入

4

割 合

垂 直 法 419 23 5.4%

正 中 法 575 28 4.8%

横 側 法 78 17 21.8%
「 一 『 _一

海狸大小ニヨル比較(表3)

数

種類
総 数 琢桿菌混 入 割 合

大 617 31 5%

小 428 41 9.5%
1

(海狽250瓦 以 上 テ大、250瓦 以 下、150瓦 迄 テ

!J、、 ごf垂狽 ト言已載 ス)。t

大 海瞑617例 中琢桿菌 テ其 ノ探 取血液 中二登 兄

謹 明 シタルモ ノ31例 、5%、 小 海猿428例 中、

41例 、9.5%、 即 大 海瞑5.0%、 小 海狽9.5%

ニ シテ、小海狸 二其 ノ探取 血液 中 二特 二多数 ノ

混染 アル テ知 ル。此 ノ割 合 テ第1表 二照 シ見ル

ニ各探 血手技共 二特 二小動物 二多数 ナル テ示 ス

事 テ登 見 シ得可 ク、此 ノ事 ノ・手技 方法 ノ如何 二

拘 ラズ小動物 二其 ノ流血中 一自然感染 ノ状態 一

テ既存 セルモ ノ ト見 ラル ・モ ノナ リ。

而 シテ余 ノ横 側法 ナル探血手技 ノ・圭 トシテ小海

狽 二就 テ探 ヒ ラレタル爲 二第3表 二示 スガ如 キ

多数 ノ菌 混染 テ來 シタルモ ノ ト見 ラル、故 二該

探血 方法 テ シテ直 二不備 ナル ケ法 トナ ス事 ハ此

ノ場合 二於 テノ・論 ジ得 ラレズ。

垂 直法 ト正 中法 ノ混 入割 合ハ殆 ン ド同様 ニ シテ

上記 第1、2、3表 ノ試 験結 果 ヨ リ推 スル時ハ余 ノ

探 血 二際 シ混 入 スル源桿菌(G乞rtner氏 菌)ハ 線

テ多少 二拘 ラズ、 ソ ノ流 血中 二既存 セル モ ノニ

シテ探 血手技 ノノ'法ノ巧拙 二蹄 セ ラル可 キモ ノニ

非 ザルテ知 ル。 上記 ノ如 キ結 果 ヨリ観 ズル時ノ・

余 ノ谷種轟瞑 ノ臓 器組織 ヨ リ菌混染 ノー部 ハ招

來 サ ル ・モノニ非 ズヤ トノ疑念 ヨリ、是等臓器、

組織 ノ損傷 テ避 ク可 ク考 案 シタル探血方法 ハ菌

混染 ニノ・何等關係 ナキ事 テ示 スニ至 レリ。然ル

ー以上3種 ノ探血 法ニ ヨ リテ立謹 セラ レタルハ

探 血 ノ動物 ノ生命 二封 スル危瞼傘 ノ有無、多寡

ノ如何 二在 リ、即緻数1045例 ノ大、小海猿 二封

シ行 ヒタル3種 探血法 ハ垂 直法最 モ動物 二危害

テ及 ボ ス事少 ク、正 中法 ハ梢 ≧之 二劣 ル、横側 法

二到 リテハ探取血液 ノ量ハ優 ル トi誰モ動物個膿

ノ生命 二封 シテハ最 モ危瞼卒 多 キ事 テ知 ルテ得

タ リ。術探 血手技 中混入 ノ如何 ノ問題 ノ確謹 テ

掴 ム可 ク約100例 ノ海狽 二就 テ心臓 テ裸 出 シテ

無 菌的 二探 血 シテ検 シタル ニ其 ノ況染比卒ハ上

記 垂直法及正 中法 ニ ヨル場 合 ト錐 モ毫 モ異 ル事

ナキテ立謹 セ リ。斯 ノ如 キ結果 ヨリ見ル時 二探

血時 ノ混 入菌 ハ余 ノ場 合 二於 テハ総 テ全 ク流!1

中 二既存 ノモ ノナ ル事 テ知 リ、是等 ハ四季 テ通

ジテ殆 ン ド常 二海狽間中 一見 ラル ・モ ノナル事

テ確 信 シ得 ル ニ至 レリ。

第4節 季節 ニヨノv比較拉 一流行問題(第4表)

研 究室小動物特 二翻 爵類動物 間 二流行 スルPa-

ra-typhusBノ ー・種 ナルG5rtner氏 腸 炎菌 二

依 ル流 行感染 ハ第4表 ノ如 ク四季 テ通 ジテ常 二

見 ラル ・ガ如 シ。 其 ノ流1(9巾 一 入 リ菌1(TI症テ起

シタル状態 二於 テ或 一定 ノ時期 ニアヅテノ・外 見

上海瞑 ノ健康状 態 二何等認 ム可 キ攣徴 ナ久 今

斯 ル動物 ヲ諸 種 ノ動物實験 二使 用 スル ニ於 テハ

其 ノ結果 一甚 シキ不統 一不 鄙合 ラ來 ス可 キヲ知

ノレo

其 ノ最 モ多 キノ・寒冷期 ニ シテ此 ノ時期 二於 テハ

時 二大 流行 テ來 ステ見ル。小海瞑 ハ特 二此 ノ流

行 二封 シテ侵襲 テ豪 リ易 ク其 ノ爲 二発 死 スルモ

ノ多 シ。 第4表 二示 スガ如 ク大動物 ハ四季 テ通

ジテ略 胤同様 ノ感染傘 テ示 スラ見ル。 即人類 一

於 ケ」レTyphus病 ノ ソ レノ如 ク散登 的 二常 二轟

狸 間 二存 スルモ ノナ リ。
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季 節 ニヨル琢桿菌(Gartner氏 菌)混 染比率(表4)

年 度 昭和7年 一8年 昭和8年 一9年 総 籔

[

備 考
季 節

倣及＼割合
蘇＼

探 混
血一 入
数 数

割 合
探 混
血一 入
数 数

割 合
探 混
血一 入
婁女 撒

割 合

4月 大i30-3 10.0% 一 一

5.3%

30-3 10.0%

温

暖

季

大5.4%

小6.2%

小1一 一 95-5 95-5 5.3%

5月

奈

[

1132-5
3.8% 75-4 5.3% 207-9 4.3%

一一
一

一
一 15-1 6.3% 15-1 6.7%

6月 大 i・6_、 6.3% 60-4 6.3% 76--5 6.6%

小 152-4 7.7% 一 一 52-4 7.7%

7月 大
1151

一
6.7% 20-1 5.0% 35-2 5.7%

小1 一 一 一 一 一
_-
5.7%
一8月 大i15-1 6.7% 20-1 5.0% 35-2

小
_一}一_
一 一 一 一 一 一

9月 大 35-1 2.9% 10-1 10.0% 45-2 4.4%

小 一 一 一 一 一 一

10月

　

大 75-3 4.0% 一 _一 一 75-3' 4.0%

寒

蒼導
大4.4%

小12.6%

小 一 一 一 一 一 一

11月 大 20-1 5.0% 一 一 20-1 5.0%

小 35-3 8.6% 一 一 35-3 8.6%

12月 大 20-1 5.0% 一 一 20-1 5.0%

小 20-1 5.0% 45-14 31.1% 65-15 23.1%

1月 大 35-2 5.7% 一● 一 35-2 5.7%
』

小 一 一 40-5 12.5% 455 12.5%

2月 大 一 一 一 一 一 一

小 60-4 6.3% 一 一 60-4 6.3%

3月 大 34-1 2.9% 一

≡
34-1 2.9%

小 41-4 9.8% 41-4 9.8%

第3章 琢桿菌ノ生物學的性状

外 見上健 康 ト目サル ・海獲 ヨ リノ探 血 二際 シ、

屡 ≧其 ノ探 取血液 中 ニー種 ノ桿菌 ノ混入 スルテ

見、而 シテ混入 スル菌 ノ大部 分ハ該 菌 ナルヲ瑳

見 シ、 此 ノ混入ハ探1111手技 ノ巧 拙 ニヨ リ外部 ヨ

リ侵 入 シタル モ ノニ非 ズ、殆 ン ド線 テ ノ場合 二

於 テ其 ノ流血中 二菌 血症 ノ状 態 ニテ存 スルモ ノ

ナルヲ登 見 セル事前述 ノ如 シ。 當該 菌 二封 シテ

余 ハ添桿菌 ト命 名 シ其 ノ生物學 的及免疫 血清學

的 ノ研 索 テ行 ヘ リ。

余 ノ攻 究 セル所謂琢桿菌 ハ前述 ノ如 ク、外観 上

健康状態 ト認 メ ラル ・海猿 ヨリノ心臓穿刺探血

二際 シ不可避的 二混 入 スル菌 ノ殆 ン ド全部 テ占

メ、從 ツテ卒板寒 天上 二畿 生 スル菌 集落 ハ他 ノ

菌集落 ト混ズル事 ナク、又特有 ノ登育状況 テ呈

シ、 肉眼 的 ニモ識 別困難 ナ ラズ、更 二分離培養

テ要 セザ ル ノ観 アリ。

乳糖 ラ分 解,シ酸 テ形成 スル事診 ク、遠燦、 ヅ リ

ガル スキー、グスネ生等 ノ特別 分離培養 基 ニテ、

「チ フス」菌 及赤痢 菌族 ト同様、特 二余 ノ本試験
　

二最 モ屡 ≧使 用 セ シ遠藤 氏培養基 二於 テノ・数 日

ラ経 ルモ集 落 ノ赤攣 ラ來 サズ。

ガ スネル氏培 養基 二於 テノ・、 「チ フス」菌 ノソ レ

ト集 落 ノ大 サ及攣色多少異 リ「パ ラチ フス」族 二

酷似 ス。自口是等分離培養基 テ慮用 シ當該 菌 ノ分
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離 テナ ス事最 モ容 易ナル テ知 ル。純培養 セル菌

株 ノ各 二就 キ検 スルー、Gelatin及Agar面 上

ノColonienノ ・葡萄 葉状或 ノ・微 細穎粒状 造構iテ

呈 シ、血温培 養 一 テ獲育殊 二佳良、 ゴ時間 ニ シ

テ著明 ノ登育 テ認 メ24時 間 一;.於テハColonie

ノ径0.5cm二i達 スル モ ノア リ。t

寒 天斜面 上 ノ登 育ノ・就 中良好 ニ シテ菌苔 ハ 「チ

フスゴ菌 ノソレニ比 シ透明性 多少劣 ル ト難 モ大

腸 菌 ノ如 キ白苔 二非 ズ。即此 ノ2者 ノ中間 二位

入ルPara-typhus菌 族 二屡 ス可 キモ ノナ リ。

染 色上、Gram氏 法 陰性、周 園性鞭 毛 ヲ有 ス。

陳窩 ナル培・養 二於 テモ芽胞形成 ナ シ。

各種培養 基上 ノ奨 育

(1)「 ブィ オン」

登育極 メテ佳良、液 バー般 潤濁 、表面 ノ菌膜形

成 ノ・不定、敷 日一 シテ架 状 ノ菌苔》・基底 二沈 下

六。 「イン ドール」形成 セズ。

(2)寒 天

集落 ノ・稚B白 色透明性、表面滑澤、爽育迅速 ニ シ

テ6時 間血温培 養 ニ シテ肉眼ll勺二認 メ得 ラル。

(3)「 ゲ ラチ ン」液 化

高層 「ゲ ラチ ン」二於 テ穿 刺線 二沿 ヒ釘状 螢育 テ

ナ シ、液 化 セズ。

(4)馬 鈴 薯培 養基

基上 ノ集落 ハ乳 白色 ヨ リ数 日ニ シテ黄 色 ラ帯 ブ

ルニ至 ル。

(5)牛 乳 培養基

培 養 月鹸 二至ル モ凝 固 ナ ク、反 ツテ激 日後亜爾

加 里形成 ニ ヨリ「ヵゼィ ン」テ溶 解 シ乳汁 ノ明透

ラ來 スモ ノアリ。

(6)中 性 赤寒天

20時 間 ニ シテ 美麗 ナル黄色 二 攣 ジ、 瓦斯磯生

シ、基 質 テ爆 上 ス。

(7)「 ラ クム スモル ケ」

24時 間 二 三テ多少赤攣 シ48時 間一72時 間 ニ シ

テ青攣 シ、所謂 色調 ノ攣 化 ヲ來 ス(殆 ン ド全部

ノ株 二於 テ)。

(8)「 イ ン ドー ル」形 成

1-3%「 ペ プ トン」水 二培養10日 二至 ルモ 「f

ン ドール」形成 ナ シ。

(9)各 種 含水炭 素h解 試験

乳糖 ノ分解ノ・殆 ン ドナ ク「デキ ス トロー ゼ」、「マ

ンニリト」、 「キ シロー ゼ」、 「ラム ノー ぜ」、「マル

トー ゼ」等 テ分解 ス。

上述 ノ 生物學 的性状 ヨリ 見ル 時 ノ・Para-Bノ

ー 種 ナル事 テ推知 シ得 ルテ以 テ、次 二血清學 的

二之 ガ所騒 ヲ明 ニス可 ク以下 ノ如 キ實瞼 テ施 行

スo

第4章 見疫血清學的試験

余 ノ實験 動物海狸 二於 テ其 ノ心臓穿刺 ニヨル探

血 二際 シ再三遭遇 スル混入菌 ノ大部分 テ成 セル

所 謂、琢桿菌 ノ・前述 ノ如 ク其 ノ生物學 的検査 二

依 リPara-Bノ ー 種 ナル事 テ明 ニセ リ。

Para-B族i中 ノ何 レニ属 ス可 キ'tiノ ナ ルカノ・各

種 ノPara-B族 二就 テ相互 ノ免疫 血清學ll〕比較

試 験 二挨 タザル可 カラズ。余 ノ・本問題 二就 テ記

載 スル前 二余 ノ源桿菌 ノ検索 ノ當初 ら於 テ該 菌

ガ「チフス」免疫 血清及 チ フス患者血清 トノ間 二

甚 シキ類 竪反慮 テ示 ス事 ラ知 リ、之 トノ關係 二

就 テ多少検 シタル腿 アリ.

第1節 深桿菌 ト「チフス」菌 トノ血清學的關係(凝 集反慮)

泳桿菌及 「チ フス」菌発 疫血清製造 ニノ・家兎 ラ用

ヒ、一・般 的法則 二從 ヒ、特 二抗 原注射前 二於 テ、

使 用 ス可 キ家兎 ノ自然的凝集素拉 二=補膿結合性

墜 囁禮 ノ存 セザル事 ラ確 メテ使 用 二{,しス.琢 桿

菌 トシテノ、No.400菌 株(第400番 日 ノ海狼 流

血 中 ヨリ獲得 シタ,レモ ノ)ラ用 フ。

「チフス」菌 株 トシテハ、東京 市大 久保 病院、東

京醤專細菌學教室、陸軍軍馨學校 ノ3株 テ用 フ.
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第1項 各株 「チ フス」菌免疫 血清 ト

No.400菌 株 トノ凝集反磨i

高 償(約3200倍)ナ ル抗 「チフス」免疫血清 二封

ジNo.400菌 種 ハ800倍 一1200倍 ノ 類厩凝集

反慮 ヲ示 ス。

第2項No.400菌 免 疫 血清 ト各株

「チフス」菌 トノ凝集反慮(表5)

(表5)

識
一

50 10) 2・・14・・

1

8。d、6。。132。。IlK

T(大 久保) 十 十 十一
十

十 十 十 一 一

T(東 署) 十 十 十 十 一 一
一
一T(軍) 十 十 十 十 十 十

No.400 十 十 十 +1+1+ 十 一

T(大 久保)=大 久保病院株

T(東 署)=東 京署專株

T(軍)・=陸 軍軍醤學校株

K=食 鞭水封照

即抗No.400菌 免 疫血清 ト、「チ フス」菌 株 ト

ノ間ニハ800f-1600f迄 ノ 類属 凝集 反慮 ヲ認

ム。 由之観 ルニNo.400菌 免 疫血清 ト、 「チ フ

ス」菌 トノ類属反磨 ノ・高度 ナル モ,「チフス」免 疫

血清 トNo.400菌 株 トノ類 屡凝集反慮 ハ左程

著 明 ナラザル テ知 ル。圭凝集 素 ト副凝集素 トー

ヨル凝集反慮 ノ間 ニハ凝集塊 ノ状、 肉眼的 ニモ

明 ナル相違 ア リ。前者 ニヨルモ ノハ微細 ナル塊

トナ リ沈 下 スル ニ封 シ、後者 ハ比較 的粗大 ナル

塊 テ形 成 スル事 ラ余 ノ實験 二於 テモ 認 メタ リ

(Agglutinogenト シテノ・加熱 セザルFormalin

注 加 抗原 テ使 用)。

更 二No.400菌 免 疫 血清 ト當該菌、拉 二「チフ

ス」菌 トノ凝集反慮 ハ時間的 二相違 ア リ.前 者

ノ370crフ ラ ンキ」内2時 間 二於 テ完 全 ナル凝

集現象 テ示 スニ反 シ、後 者 ノ・未 ダ弱度 ノ凝集現

象 テ示 シ10時 間後刹 定時 ノ牛 二至 ラズ。

一般 的 ニモ「チ フス」凝集反慮 ハ比較的長時 間 テ

要 シ、此 ノ事 ガ本菌種鑑別 ノー助 トナル事實 ハ

周知 ノ事柄 ニ シテ、余 ノ場合 モ カ ・ル關係 ラ示

スモノナ リ。

第3項 凝 集素吸牧試 験

「チフス」免疫血清 凝集償640Jf

琢 桿 菌免疫血清 凝集償3200f

甲、No.400菌 免 疫 血清

a)「 チ フス」菌 ニテ吸牧

b/No.400菌 ニ テ吸牧

乙、 「チフス」菌免疫 血清

a!)「 チ フス」菌 ニテ吸牧

b1)No.400菌 ニ テ吸牧

(表6)

a)No.400菌 免疫血清、Tニ テ吸牧

＼倍
菌＼数50
株＼

…2・ ・14・・i8・・16・・132・・i64・・K

T

(軍)
一

一

十

一 一 一 Li__ _L
一 一
一No400

菌
十 十 十 +i 一 円 一

b)No.400菌 免 疫 血 清No.400菌 ニテ 吸 攻

璽■一 一 φ

＼倍
菌＼籔株＼ 50 100蜘 800

1
1600[3200

1
6400 K

T _」

て軍) _:
1

_箆 ユゴニ

一 一 一 一 一

1

一 一

No400 一 一 一 十 一 一

aノ)T免 疫 血 清 、Tニ テ 吸 牧

＼倍
菌＼籔
株＼
50 100 200 400 800 1600

13200!6400

1
K

T
(軍)

一

『

一

一 一 一 一 一 一 一 一

Nα400

菌
一 一 一 一

1

一 一 一 一

b!)T免 疫 血清 、No.400菌 ニ テ吸 牧

＼倍
菌＼数株＼

)
T
軍(

No.400

菌

50

十

100

十

200

十

400

十

8001600

十 十

3200i6400K

凝集素吸牧試験 ニヨル時ハ各々圭凝集素 ト副凝

集素テ明二塵別 シ得。

の
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第2節 泳桿菌 ノ「チ フス」患者血清 二野 スル凝集 反慮(表7)

抗 「チフス」菌免疫 血清 二封 シ、 比較的高度 ナル 林、山 田 二於 テ「チ フス」ト殆 ン ド同様 ノ凝集慣

類 属凝集反磨 テ呈 セル テ以 テ、「チ フス」患者(恢 テ示 スモ恢復期 患者 ノ大部 分 二於 テ深桿菌 ハ中

復 期)血 清 トノ凝集現象 テ検 スル 二次 ノ如 シ(表 等度 ノ類属 凝集反 慮 ラ現 ス。

7)。

「チフス」患者血清 トノ凝集反磨(表7)

氏 名 年齢

20

43・

36

50

30

14

44

15

30

20

20

35

糊談
菌T

菌oo4αN

99T

99004αN

99T

99004αN

99T

No.400,,

T,,

No.400,,

T

No.400,,

T

oo4αN

99T

oo4αN

T

oo4αN

99

oo4α

T

N

T

No.400,,

T

No.400,,

25

十

一
十

一十

一十

一十

一十

一十

十

一十

十

一十

十

一十

十

一十

一
十

一十

一十

一十

一十

一十

十

一十

十

50

十

一十

一
十

一十

一十

一十

一十

十

一十

十

一
十

十

一十

十

一十

一十

一十

一
十

一
十

十

十

一十

十

、・・12。 。

-
+
マ

L
L

+

400

十

一十

一十

十

十

十

十

十

一十

十

十

一十

十

一十

一十

一十

十

十

十

十

十

十

一十

十

一十

十

十

十

十

十

十

十

十

一十

十

一十

十

十

十

800

十

十

十

十

十

十

1600

十

十

3200 6400.

第3節 泳桿 菌 ト「チフス」菌 トノ補禮結合反癒

余 ノ多撒海狸 二就テソノ流血中ヨリ分離 セル所

謂琢桿菌 ト、 「チフス」菌 トノ間ニハ上記 ノ如 ク

凝集反応 二於 テ、甚 シキ類屈反鷹 ヲ呈 スルヲ認

メタルヲ以テ、更 二神鵠結合反応 テ試 ミタルニ

次 ノ如 シ。

採用セル補血反応術式及抗原

抗原 琢桿菌(No.400菌 及 「チフス」菌、寒天斜

面20時 間培 養 ノ歯苔 テー斜面約5.Ooc生 理 的

食盛 水浮游液 トナ シ、60度1時 間加熱殺菌、24

時 間氷室 内貯藏、後1輕 ク遠心沈澱 シ粗大 ナル

菌塊 ノ大部 テ除去、 之 二 〇.5%ノ 割 合 二 「カル

ボール」添加 シ其 ノー定量 ヲ・使用。

溶血系統 山羊血球 ト其 ノ家 兎免疫 「ヘモ リジ

ン」使用。溶血.償 ノ2倍 量 ノ 「ヘモ リジン」 ト4
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號

㎎
清

ロ

番

●・os

血

H

管

C

倍

　

試

N

5

1

0.1

5

3

お

0

(U

数

原

膣

囎

補

稀

音

清

イー

血

抗

15

(表

234

0.10.10.1

0.2))

0.1

102040

0.30.30.3

0.150.150.15

)

8)

5678
0,10.10.10.1
)))

910(K)11(K)

0.1-一

)＼0.2

0.1(5f血 清.

8016032)6401280

0.30.30.30.30.3-0.6

0.150.150.150.150.150、150.15

食 鞭 水 ニ テ各 全 量1.3cqト ナ シ37。C水 溶 内30分 後

感 作 血 球0.20.20.20.20.20.20.20.20.20.2 0.2

30分 後 結 果 剣 定

結 果a)No.io〔1菌 免 痩 血 清 二就 テb)「 チ フス 」菟 疫 血 清 二就 テ

血 清 稀繹 倍 激510204080160

a)1容血鷹{
N。T4。。======

十

320640

十 十

十 十

十

十

十

十

一

十

一

一

一

一

一

一

十

b)融 反魁
NJ4。 。==

%山 羊血球 テ感作後、室澱30分 放 置 シタル後

二使用 二供 ス。

術式 全 量1.5c.c.式 ニ ヨル。

試 験 ・・添 桿菌及 腸「チフス」菌 晃疫 血清相互 ノ關

係及腸 「チフス」患者血清 トニ就 テ行 フ。

見疫 血清 二封 シテハ 血清稀繹 法ニ ヨ リ、 「チ フ

ス」患者血溝 二封 シテノ・抗原稀繹法 ラ探 用 ス。

5f発 疫 血清 テ漸次遍滅稀繹 シ、其 ノ0.1c・c・ヅ

ツラ各管(1--9)二 配 備 シ、抗 原0.3c・c・、15f補

禮0.15c.c.ヅ ・夫 々添加、食盤 水 ニテ各管 ノ全 量

テ1.3c.c.ヅ ・ トナ シ、37℃ 水浴槽 内30分 後、

豫 メ感 作調製 セル感作 血球0.2c.c・ ヅ ・ヲ容ル。

再vr水 浴槽 内30分 後 結果判定、第10、11ノ 試

筍 ノ・血清及抗 原 ノ封 照 トス。

No.400菌 及 「チフス」免疫 血清 二於 テノ・相互 二

可成 リ高度 ノ類屡補膿 結合現象 ラ示 ス。

C)「 チフス」患者血清 トNo.400菌 及 「チ フ入」

菌 トノ補血 反慮比較。i価 青ハ豫 メ其 ・最大溶 血

阻1ヒ量 テ測定、其 ノ牛量 ヅ ・テ使 用量 ト定 ム。

各試管 二患者 血清0.1c・c・ヅ・テ配置 シ、抗原稀

繹 法ニ ヨ リテ検 ス。 「チフ 勺 患者13名 中12名

ハ殆 ン ドNo.400菌 ト 「チフス」菌 トノ間 二同

程 度 ノ類属補血反慮 テ認 ム。 「チ フス」菌 二封 シ

テハ高 度 ノ陽性反慮 テ認 ムルモNo.400菌 抗 原

二封 シテノ・全21仮 慮 子示 サ ・"ルモ ノ1例 ア リ。

倫健康人 血清多撒例 二就 テ、比較試験 ラ試 ムル

ニ絡 テ陰性 ノ成績 テ得 タ リ(詳 細 ノ結果記載省

略)。

第4節 所 謂泳 桿 菌 トParatyphus-Bptト ノ血清 學 的比較 試験(表9)

泳桿菌 ノ「チフス」菌 トノ間 二血清學 的 二著 明 ナ

ル類属反慮 テ示 ス事 テ前試験 ニヨ リ確 メタルテ

以 テ、愈 ≧其 ノ本來 ノ生物學的類属菌 ナノLPara。

B族 ト其 ノ類 似菌(Para-B.M5use。typhus.

EnteritidisG5rtneri菌 等)ト ノ相 互交錯 的血

清試験 テ施 行 シ、其 ノ所屡 テ攻究 セ リ(表9)。

第1項 凝集反鷹

余 ノ使 用 セル株(No.400菌)二 就 テナ シタル相

互 ノ凝集反鷹 ノ、表 ノ如 ク、Bacillusenteritidis

G5rtneriト ノ・相互凝集反慮全 ク相一致 スルモ

ノニ シテM5usetYphus菌 トノ・中等度 ノ類属凝

集 反慮 テ示 シ、Para-B(SchottmUller)ト ノ・殆

ン ド凝集 反慮 テ示 サズ。

筒Kastellanie氏 凝 集 素吸牧試 験 ニヨリG5rtner

氏 腸 炎屡 、陸軍軍署學校 岡部株 ト免疫 血清學 的

二全 ク相 一致 スル事 テ知 ルテ得 タ リ
。
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Para・B及 ソ ノ類 似 菌 ト豚 桿 菌(No・400菌)ノ 凝 集 反 慮(表9)

一一

菌 液

}　

謙 50 100

も

200 400 800 1600 3200 K

P.B.

P.B. 十 十1十 十 十 十 一 一

G. ± 一 1 一 一 一 一 一 一

No.400 一 一 一 一 一 一 一 一

M.T. 十 十 一 一 一 一 一 一

M.T.

M.T. 十 十 十 十 十 十 十 一

P.B. 十 十 十 一 一 一 一 一

G. 十 十 十 十 一

一

一 一 一

No.400 十 十 十 十 一 一 一 一

G

G. 十 十 十 十 十 十 十 一

No.400 十 十 十 十 ・ 十 十
卜

十 一

P.B. 十
9

_ 一 一 一 一 一 一

M.B.

}}

十 十
_一一 　}一 一

十
　 　『『一 一

十

十 一 一 一 一
一

一

No.400

No.400

}
十 十 十 十 十 十 _一

M.T. 十
一 一

1十1

十 十 一 一 一 一

α
一

十 十 十 十 十 十 一

PBl_1_ 一 一 一 一 一 一
1

P.B.=Paratyphus-B菌 陸 軍 軍 署 學 校(Schottmtiller株)

G.=Gartner氏 腸 炎 菌 陸 軍 軍 署 學 校 岡部 株

M.T.=Mausetyphus・B菌 慶 大

No.400菌=所 謂 琢桿 菌

第2項 補膿 結合反磨

「チフス」菌 「前節)二 於 テナ シタル ト同檬 ノ方法

二慷 リ、 是等 各種相互 ノ補膿結合反慮 テ試 走ル

ニ何 レモ高度 ノ類属補 血反慮 テ示 スモGsrtner

氏腸 炎菌 トNo.400菌 ノ相互 ノ'間ニノ・遙 二高

度 ノ倍数 二於 ケル血清稀繹 二於 テ陽性 反慮 ラ示

シタ リ。Para-B(Schottmtiller)トNo.400菌

トノ間 ニノ・然 ルニ類屍反慮遙 二少 シ。

第5章 健康動物消化管中Gartner氏 腸炎菌(琢 桿菌)護 見

襲 二余 ノ・全 ク健劇 犬態 ト見 ラル ・海狽 間 二屡 く

所謂 琢桿菌 ノ流血 中混染 スル テ見、 此 ノ混染 ハ

探血手技 ノ巧拙 二由 スルモ ノニ非 ズヤ トノ見知

ヨ リ心臓穿 刺探1(11.手技 ヲ種 々考案 改良 シテ検 シ

タルモ、殆 ン ド常 ニー 定 セル混染率 テ示 シ既 二

流 血中 二屡 支菌血症 ノ状態 ニテ存 スルモ ノナル

可 シ トノ見解 テ得 タ リ。更 二又動物 テ 「クロ ・

ホル ム」一・ヨル庶 醇 ノ歌態 ニナ シ、心臓 テ裸 出 シ

テ穿 刺探 血 セルモ ノニ就 テ ノ結果 ハ上述 ノ況 入

頻度 ト殆 ン ドー致 スル ラ知 リ、盆 支其 ノ信念 ヲ

張 クスルニ至 レリ トi碓モ、G5rtner氏 腸 炎菌 ノ

自然界 二於 ケル分布 タル ヤ甚 ダ廣 シ。從 ツテ如

何 ナル所 ヨリ萬一一ニモ混入 セザ ランコ ト測 リ知

ル可 カラズ。

斯 ノ如 キ見知 ヨ リ余 ハ更 二海狸艦 内 二於 テ、特

一食道、氣管、 胃、腸 、糞便 二就 テ廣 ク該菌 ノ

検索 テ言式ミタ リ。

外 見上何 等認 ム可 キ攣化 ナ ク、腹部 ノ緊張 良、

蓮動 活巖 ニ シテ衰弱疲態 ノ徴全 ク認 ムルナ キ小

海狸61例 二就 テ 昭和8年11月 ヨ リ12月 ノ間

二検 シタ リ。

上記 ノ食道、 胃、腸、糞 便、氣 管等ハ共 二外界

二直 二曝露 セラ レテ在 ル、所謂 自然的 二最 モー

般的 ト考ヘ ラル ・G5rtner氏 菌 ノ侵入門 ニ シ

テ、特 二氣管 及食 道ノ・心臓 ト位 置的 二關係 近 ク、

心臓穿刺 二際 シ是等 ノ外界 ト直接 交通 シ種 々雑
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多 ノ菌 テ保有 スル所 ノ臓器 ヲ損傷 センニハ流1虹

中二是等 ノ細菌 ノ混、染 テ誘起 シ、或 ハ探取血液

中 二混入 シ得 ル可能 性 ノ存 スル コ トハ張 チ否定

シ得 ラレザル慮 ナル可 シ。

胃ハ小動物 二於 テ食餌 テ充満 スル場合胸腔 内一

横膜 ラ厘iシ上 ゲ、甚 シク高位 ラ示 ス場合 アリ、

探 血 二際 シ輕 々 シク心臓穿 刺 テナス場合 二胃 テ

損 傷 セ ン事 ナキニ シモ アラズ。

食道及 氣管 ハ垢 染 セ ラレザノし檬 ニ シ テ切 リ取

リ、 其 ノ内容 テ白金耳 ニテ把 キ、遠藤 氏培 養基

上 二塗抹 スル事、 糞便 ヨリノ分離培 養=ト同様 ノ

術 式 ニ ヨル 胃ハ内容 テ開 キ其 ノー部 テ、腸 ハ

盲腸部 内容、 糞便 ハ直腸 内二存 スルモ ノテ探取

シテ検 索 二供 ス。 食道及 胃二内容 ナキ時 ハ其 ノ

壁 テ白金耳 らテ掻 キ、多少 二拘 ラズ附著 スル粘

液 テ塗布 ス。

分 離培養基 トシテハ 主 トシテ遠藤氏Fuchsin-

Milchzucker-Agarニ ヨル、右 試験 ハ血液 中 ノ

G2rtner氏 菌 ノ如何 テ検 シ後 直 二撲殺 シテ(探

血後 直二撲殺)是 等 ノモ ノニ オ ケ ルG乞rtner

氏 菌 ノ有無 テ検 シタ ル モ ノナ リ.所 謂添桿菌

(G乞rtner氏 腸 炎菌)ノ 検 索 ニハ豫 メ余 ノNo.400

番 海瞑流血 中 ヨ リ獲得 セル菌株 ノ冤疫 血清 テ使

用 シ、免疫 血清(凝 集贋6400倍)● テ生理的食盤

水 ニテ100倍 二稀稗 セルモ ノラ以 テ、 胃、食道、

腸、氣管及糞便 内容 テ致 セル遠藤氏培養基 上 ノ

「コロニー」トノ試験的凝集反癒 ラ行 ヒ
、 カク シ

テ分離 シタル菌株 ハ全部 本試験 トシテ培養試験

拉 二免疫 血清學的検査 テナ シ同一種 ナル事 ラ確

カメGdrtner氏 腸 炎菌 ニ ー致 スル事 テ立ii'ili{rセ

リ。

上記検索 二使用 セル海獲線 数61例 、今 胃及 食道

二就 テ見 ルニ、胃 内容13例 、食道 二6例 ナ リ。

氣管 ヨリ1例 ノ源桿菌 テ得 タ リ。 割合 ヨリ見 ル

ニ食道42.6%、 胃21.3% 、 陽 性延海狸撒 ニテ

ノ、49・1二 及 ピ、殆 ン ド牛撒 ノ海狸 二於 テ其 ノ浦

化管中 ヨリ登見 シ得 タリ。

腸管及糞 便 ヨリ ノ陽性卒 ハ食道及胃 一上ヒ較 シ遙

二低位 テ示 スモ ノナ リ(表10)。
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,, No.975 1一 十 十 一
1一

一 3200

第6章 胃及食道 ヨ リ得 タル塚桿菌 卜Gartner氏 腸 炎菌兎疫血清 トノ凝集反鷹

是等濡化管 ヨ リ分離 シタル各株 二於 テGartnerキ ノ・1600倍 、最高12800倍 迄 ノ陽性凝集反慮顯

氏腸 炎菌免疫 血清 トノ凝集反慮 テ試 ミタル ニ低 著 ナルモ ノアリ。

第7章 健康大動物間 二Gartner氏 腸炎菌(濠 桿菌)=封 スル抗髄産生

昭和8年 ヨリ同10年 迄 二於 テ 補艦探 血用 トシ

テ使 用 スル爲 二購 入 セル大海狸血清 中 二種 々 ノ

抗盟 ノ産 生 セ ラレオルモ ノア リ、動物 ノ・勿 論購

入 直後 ノ元氣活澄 ナルモ ノニ就 テ、初 同探 血、

血 清 二就 テ瞼 シタルモ ノナ リ。

総数115例 中Gartner氏 腸炎菌 二封 スル凝集性

及補禮結合性抗禮産生 ノ確實ナルモノ6例 ラ登

見ス。此 ノ際 ノ凝集像 ハ200倍 一600倍 ナリキ.

大海狸 中ノ該抗膿産生海狽ノ・季節 二關係ナシ。

第8章 結核實験 二際 シ混染スルGamter氏 菌 ノ混染率

昭和10年1月 ヨリ昭和11年3月 迄 ノ140例 二

就 テノ結核實験 中28例 ノ多撒海狸 ハGsrtner

氏 腸 炎菌 ノ侵襲 テ蒙 リ居 タル事 ヲ是等動物 ノ艶

死或 ノ・撲殺 直後 ノ流血 中 ヨリ培 養謹 明 シ立誰 シ

得 タリ。

時期的 二見ル時 ハ四季 ヲ通 ジテ各月 二殆 ン ド常

二認 メ ラ レタル モ、冬季寒 冷期 ノ被 害 ハ特 二甚

大 ナル テ見ル。結核 菌接種 ヨリノ経 過 ヨリ見ル

時ノ・、10日 以 内二撲 死 モルモ ノニ最 モ多 シ、28

日 目 一 撲殺 シタル1扇冥 二認 メ ラレタルモ ノア

リ。 即、結核経過 中 ノ各 時期 二來 リ、時 二極 ク

輕 易二経過 シ生命 テ全 フスルモ ノアルテ認 メ シ

モ ノア リ。

上記 ノ菌誼 明試験 ハ総 テ流 血中或 ノ・死 直後 ノ心

血 中 二於 テ認 メ ラレタルモ ノニ シテ流血中 二既

二浦失 シタル場合或 バー定臓器 二病攣 ノ固定 シ

タル場合 ノ例 ノ・本統 計 二加 入 セザルモ ノナ リ。

而 シテ斯 ルー定臓 器 二固定 シ流 血中 一見出サ レ

ザル場 合 ノ数例 テ経験 セ リ。

即肺 炎檬 ノ肺 ノ灰 白色硬結部 ヨ リ分離 シタルモ

ノ撒例 、脾臓 ノ腫大 セルモ ノ数例 二於 テ、之 ヨ

リ分離培 養 シテ謹 明 セ ラレタル モ ノ数例、是等

ハ上記 ノ如 ク総 テ流ifll.中二Gsrtner氏 菌 テ認

メズ シテ臓 器 ノ病竈 ヨリ之 テ畿見謹 明 セシモノ

ナ リ。

総括及考察

外上見全 ク健康状態 ト認 メラル ・海狽間二其 ノ 心臓穿 刺 ニ ヨル探 血 二際 シ、屡 ≧G5rtner氏
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腸 炎菌 ノ混入 スル事 テ経験 シ、其 ノ由來 ノ探求

テ企圖 セ リ。始 メ斯 ル事實 二封 シ余 ノ考 トシテ

該 菌ノ・探 血手技 中 二心臓穿刺 方法 ノ拙 劣 ナル爲

二外部或 ハ海狸臓器 ノ他 ノ部 分 ノ損 傷 ニ ヨリ混

入7・ルモ ノニ非 ズヤ トノ考 ノ下 二三種 ノ採1血法

テ考案 シ、 モ シ手技 ノ巧 拙 ニ ヨル モノナ ランニ

ハ、之 ニヨ リ混入割 合 ノ相違 テ見 ル可 キ事 テ豫

想 シテ心臓穿 刺探 血 ラ 多数 ノ海狽 二就 テ施 行 シ

タルモ其 ノ結 果混 入 ノ割合 二殆 ン ド差 異 テ見

ズ。爾更 二裸 出 セル心臓 二就 テナ シタル結 果 ヨ

リ見ル時 モ常 二混入 ノ割合 ザ削減 セ シメズ。 即

該 菌ノ・探 血時銑 二流血中 二存 シタルモ ノト断 ズ

ルニ至 レリ。 一

四季 テ通 ジテ行 ヒタル余 ノ試験 二於 テ小動物 ニ

ノ・冬季 寒冷季 二特 二 多ク見出 サ レ、 一部 二於 テ

ハ大 流行 ト見 ラル ・場合 テ認 メタ リ。然 ルニ四

季 テ通 ジ常 二存 スル事 ノ・余 ノ統計 ノ示 ス所 ニ シ
ヘ

テ其 ノ流行 ノ・Pandemisch或 ノ・Sporadisch

ナ ル テ知 ル。

始 メ余ノ・斯 ル 多撒 例 二認 メラル ・該 菌 二所謂琢

桿菌 ナル名稻げ 附 シ、冤疫 血清學的試験 及生物

學 的検査 テ施行 シタルモ ノナルガ、 ソ ノ結果 ノ・

全 クGsrtner氏 腸 炎菌、陸軍軍留學校 岡部株

ニー致 スル事 ラ知 ルニ至 レリ。

健康小動物 ノ清化管中 二該 菌 ノ存在如何 テ検 シ

タルニ實 二驚 ク可 キ多数例 二於 テ其 ノ消化管 中

特 二食道 中二於 テ登見 シ、是等 ノ動動 ヨ リ分離

シタル各株 二就 テ嚴格 ナル免疫血清學的及 生物

學 的検索 テ行 ヒタル結果 ハ絡 テ同一種 ニ シテ所

謂 琢桿菌(GSrtner氏 腸 炎菌)二 囑 ス可 キモ ノナ

ル テ立謹 セリ。即之 … ヨル時流血 中 一見出 サ レ

ズ シテ浦化管 中一 ノ ミ存 スルモ ノァ リ。

腸及糞便 内二於 ケル登 見割合 ノ・甚 グ少 シ。此 ノ

事 二關 シテノ・胃中二於 ケル殺菌力 ノ如何 二其一

部 ノ原因 テ求 ムル事妥常 ナル可 シ ト思惟 ス。

余 ノ所謂琢桿菌 ・・又 「チフス」血清 トノ相互 ノ間

二発疫 血清學的 二甚 シキ類属反慮 テ示 シ、之 ハ

ー1股G5rtner氏 菌 ノ性邦犬ニモ亦一一一致 ■ル庭 ナ

リn「 チフ 勺 患者」鱒青 トノ間 ニモ甚 グ興味 アル

類 属反庭4示 セリ。

健康大動物 間 ニノ・該 菌 二封 スル凝集 性及補艦 結

合性抗龍産 生 ノ確 實 ナルモ ノ115例 中6例 、即

5.2%二 存7.ル 事 ノ・余 ノ前 同登 表 ノ如 シ。

結核實験 二際 シ泳桿菌 ノ混染 テ來 去モ ノ多 ク、

四季 テ通 ジテ殆 ン ド常 二見 プル ・モ ノナル事 ラ

読明 セリ.

結 核實験 二際 シ該 菌 ノ混入 スル場合 二其 ノ各 々

ノ海猿 二於 ケル病籠 螢現状態甚 シク近似 シ酷似

スル爲 二實験結果 二不 測 ノ誤謬 テ齎 ス モ ノ ナ

ル事 モ亦余 ノ前論文 二於 テ登表 シタル所 ナ リト

スo

結 論

1.外 見 上健康状態 ト認 メラル ・海狽 間 二屡 支

G5rtner氏 菌 ノ流 血中混 入 アル テ認 ノ、之 ノ・心

臓穿刺 ニヨル探血 ノ場 合 二其 ノ手技 ノ巧 拙或 ノ・

外部 ノ浦毒 ノ不完全 ナル ニ ヨルモ ノニ非 ザルカ

ト云 フ考 ヘ ノモ トニ探 血法 トシテ、正 中法、垂

直法、横側 法 ナル3種 ノ手技 方法 テ考案 ナ シテ

試 ミタル結果 ノ・相互 二殆 ン ド其 ノ良否 ノ差異 テ

見 ズ。菌 混入ノ・斯 ル嚴正 ナル方法 ニ ヨリナサル

ル場合ノ・総 テ流血 中既存 ノ菌 ナル可 キ事 ≠立論
　

セザル可 カ ラザル結果 二到達 シタリ。而 シテ探

血手技 トシテハ垂直法最 モ良 ク次 ハ正 中法 ニ シ

テ、横側法 ナル探血手技 ハ動物 ノ生命 二危瞼 テ

及 ボ ス事 多 シ。

2.余 ノ1硝冥流血 中 ヨ リ分離 シタル所謂 琢桿菌

ノ菌株 ノ・総 テ血 清學 的 二及 ビ生物學 的 ニー致 セ

ルモ ノニ シテ.G5rtner氏 腸 炎菌 ノ1株 ト断 ズ

可 キモ ノナ リ。

3.健 康 小海狸 ノ消 化管(特 二食道 中 ヨ リ多撒

且容 易 二分離 ス)中 ヨ リ分離 セルモ ノモ全 〃同

一株 ナル事 斗認 メ得 タ リ
。
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4.分 離Gdrtner氏 菌 株 ノ・Typhus菌 及Ty-

phus免 疫 血清及患 者血清 トノ相互 ノ間 二類 屡

反慮著 明 ナルモ ノア リ而 シテ是等 ノ・総 テWeil

u.Felix氏 ノReceptorenanalyseニ ヨ リ分離

サル可 キ凝 集反磨 テ示 セ リ。

5.結 核 實験 中 二混 入 スルGartner氏 菌 ノ侵

襲 テ受 ケタル動物 ノ・結 核菌接種後10日 以 内二

艶死 スルモ ノ多 キモ2週 間後或 ノ・約1ケ 月後迄

健康状態(結 核 二罹 患 シ乍 ラ)ハ 結 核罹 患動 物 ト

シテ ノ状 態 テ呈 シタルモ ノガ撲殺 時 ノ心血 中山

GErtner氏 菌 ノ菌 血症 テ示 シタル モ ノア リ。帥

G乞rtner氏 菌 ノ・結核實験 ノ各 時期 二來 リ得 ルモ

ノナ リ^

6.G5rtner氏 菌 二封 スル抗膿 ノ産生 アルモ ノ

ヨ リ、是等 ノ動物 ノ・健 康状態 二全 ク他 ノモ ノト

異 ナ ラズ。

然 ルニ斯 ル動物 ノ血清 テ補膿 トシテ使用 スル場

合 ニノ・各種 ノ實験 結果 二禍 テ及 ボ ス場合多 シ。

文献後記




